
一関工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 電気情報工学基礎実験Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0012 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 未来創造工学科（電気・電子系） 対象学年 3
開設期 通年 週時間数 4
教科書/教材 電気情報工学基礎実験Ⅱ 実験書
担当教員 小野 孝文,明石 尚之,佐藤 和輝
到達目標
電気磁気学、電子回路、電気回路などで学んだ理論、現象を実験により確認し､ダイオードやトランジスタなどの電子素子で構成された回路の解
析手法に対する理解を深める。
【教育目標】 C

ルーブリック
理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

CR・LR回路とLC共振回路 基本的回路の特性について理論と
測定値を比較し、考察ができる。

基本的回路の特性について理論と
測定値を比較できる。

基本的回路の特性について測定が
できない。

コンデンサとコイルの特性 コンデンサやコイルの設計理論値
と測定値を比較し考察できる。

コンデンサやコイルの設計理論値
と測定値を比較できる。

コンデンサやコイルの設計理論値
と測定値を比較できない。

ダイオードの特性 ダイオードの特性を測定し、その
特性について説明し考察できる。

ダイオードの特性を測定し、その
特徴を指摘できる。

ダイオードの特性を測定できない
。測定値について説明できない。

直流電源の特性 直流電源装置の動作を理解し、測
定結果について考察できる。

直流電源装置の動作を理解し、測
定結果をまとめることができる。

直流電源装置の動作を理解できな
い。測定値について説明できない
。

ディジタル論理回路
ディジタルICの特性や使用法を理
解し、実用的な知識として応用で
きる。

ディジタルICの特性や使用法を理
解できる。

ディジタルICの特性や使用法を理
解できない。

トランジスタの特性とトランジス
タ増幅回路の特性

トランジスタの特性と増幅回路の
周波数特性を理解し、測定結果を
考察できる。

トランジスタの特性と増幅回路の
周波数特性を測定し、結果を整理
できる。

トランジスタの特性と増幅回路の
周波数特性を測定できない。

オペアンプと負帰還、発振回路の
特性

オペアンプ回路と発振回路につい
て測定結果から考察できる。

オペアンプ回路と発振回路につい
て測定結果をまとめることができ
る。

オペアンプ回路と発振回路につい
て測定できない。結果をまとめら
れない。

PICマイコン
PICマイコンの開発環境と入出力プ
ログラミングを理解し、応用でき
る。

PICマイコンの開発環境と入出力プ
ログラミングを実行できる。

PICマイコンの開発環境と入出力プ
ログラミングを理解できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 電気磁気学、電子回路、電気回路などで学んだ理論、現象を実験により確認し､ダイオードやトランジスタなどの電子素

子で構成された回路の解析手法に対する理解を深める。

授業の進め方・方法 実験回路を製作する際に、特に接触不良がないか、アースがとられているかに注意して作業を進めること。また実験報
告書では、得られた結果に対して各自の考えを自由に表現し､オリジナリティの高い考察をまとめること。

注意点

【評価方法・評価基準】
測定装置の 使用法､電子部品の基本特性を理解しているか、またレポートは、内容を分かりやすくまと められているか
を評価する。
報告書で(100%)評価する。詳細は第1週のガイダンスで告知する。総合評価60点以上を単位修得とする。なお、全テー
マの報告書が提出されなけれ ば単位は認定しない。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 前期実施実験項目の概要説明
2週 CR・LR回路の周波数特性 CR・LR回路の周波数特性を理解できる
3週 CR・LR回路の周波数特性 CR・LR回路の周波数特性を理解できる
4週 LC共振回路の特性 LC共振回路の特性が理解できる。
5週 LC共振回路の特性 LC共振回路の特性が理解できる。
6週 ｺﾝﾃﾞﾝｻとｺｲﾙの特性 ｺﾝﾃﾞﾝｻとｺｲﾙの特性が理解できる。
7週 ｺﾝﾃﾞﾝｻとｺｲﾙの特性 ｺﾝﾃﾞﾝｻとｺｲﾙの特性が理解できる。
8週 レポート作成指導、 実験予備日 レポートの不十分な部分を修正し、完成度を高める。

2ndQ

9週 ダイオードの特性 ﾀﾞｲｵｰﾄﾞによる波形処理が理解できる。
10週 ダイオードの特性 ﾀﾞｲｵｰﾄﾞによる波形処理が理解できる。
11週 直流電源の特性 直流電源の原理が理解できる。
12週 直流電源の特性 直流電源の原理が理解できる。
13週 ディジタル論理回路 TTLおよびCOMS回路を理解出来る。
14週 ディジタル論理回路 TTLおよびCOMS回路を理解出来る。
15週 レポート作成指導、 実験予備日 レポートの不十分な部分を修正し、完成度を高める。
16週

後期 3rdQ

1週 後期実施実験項目の概要説明
2週 ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀの静特性 ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀの静特性が理解できる。
3週 ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀの静特性 ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀの静特性が理解できる。
4週 ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ増幅回路の特性 ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ回路の増幅原理が理解できる。
5週 ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ増幅回路の特性 ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ回路の増幅原理が理解できる。



6週 ｵﾍﾟｱﾝﾌﾟと負帰還 ｵﾍﾟｱﾝﾌﾟと負帰還が理解できる。
7週 ｵﾍﾟｱﾝﾌﾟと負帰還 ｵﾍﾟｱﾝﾌﾟと負帰還が理解できる。
8週 レポート作成指導、 実験予備日 レポートの不十分な部分を修正し、完成度を高める。

4thQ

9週 発振回路の特性 発振回路の原理が理解できる。
10週 発振回路の特性 発振回路の原理が理解できる。

11週 PICマイコン① PICマイコンの入力信号、AD変換について理解出来る
。

12週 PICマイコン① PICマイコンの入力信号、AD変換について理解出来る
。

13週 PICマイコン② PICマイコンの出力信号、PWMについて理解出来る。
14週 PICマイコン② PICマイコンの出力信号、PWMについて理解出来る。
15週 レポート作成指導、 実験予備日 レポートの不十分な部分を修正し、完成度を高める。
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力

自然科学 物理実験 物理実験 電子・原子に関する分野に関する実験に基づき、代表的な物理現
象を説明できる。 3

工学基礎

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

物理、化学、情報、工学における基礎的な原理や現象を明らかに
するための実験手法、実験手順について説明できる。 3

実験装置や測定器の操作、及び実験器具・試薬・材料の正しい取
扱を身に付け、安全に実験できる。 3

実験データの分析、誤差解析、有効桁数の評価、整理の仕方、考
察の論理性に配慮して実践できる。 3

実験テーマの目的に沿って実験・測定結果の妥当性など実験デー
タについて論理的な考察ができる。 3

実験ノートや実験レポートの記載方法に沿ってレポート作成を実
践できる。 3

実験データを適切なグラフや図、表など用いて表現できる。 3
実験の考察などに必要な文献、参考資料などを収集できる。 3
実験・実習を安全性や禁止事項など配慮して実践できる。 3
個人・複数名での実験・実習であっても役割を意識して主体的に
取り組むことができる。 3

共同実験における基本的ルールを把握し、実践できる。 3
レポートを期限内に提出できるように計画を立て、それを実践で
きる。 3

専門的能力

分野別の専
門工学

電気・電子
系分野

電子回路
ダイオードの特徴を説明できる。 4
演算増幅器の特性を説明できる。 4
演算増幅器を用いた基本的な回路の動作を説明できる。 4

計測 オシロスコープの動作原理を説明できる。 4

分野別の工
学実験・実
習能力

電気・電子
系分野【実
験・実習能
力】

電気・電子
系【実験実
習】

電気・電子系の実験を安全に行うための基本知識を習得する。 4
インピーダンスの周波数特性を考慮し、実験結果を考察できる。 4
共振について、実験結果を考察できる。 4
増幅回路等(トランジスタ、オペアンプ)の動作に関する実験結果
を考察できる。 4

論理回路の動作について実験結果を考察できる。 4
ダイオードの電気的特性の測定法を習得し、その実験結果を考察
できる。 4

トランジスタの電気的特性の測定法を習得し、その実験結果を考
察できる。 4

ディジタルICの使用方法を習得する。 4
評価割合

実験報告書 実験態度 合計
総合評価割合 100 0 100
基礎的能力 100 0 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0


